
  

 

 
 
 

2021 年 12 月 
 

～ イノベーションを共創し、新ビジネス創出と社会課題の解決に貢献 ～ 

仙台から拡がる SDGs 達成に向けた取り組み 
 

 
NTT 東日本では、2015 年 9 月に国連で採択された「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: 

SDGs）」の達成に向け、ICT を通じた付加価値の高いサービスをさまざまな分野で提供し、社会的課題の解決に貢献してお
ります。 

本資料では、NTT 東日本が進める、地域の新たな交流を実現しイノベーションを共創する拠点として開設した「スマートイノ
ベーションラボ 仙台※1」および、漁業分野における実証実験を通した SDGs 達成に向けた取り組みについて紹介しておりま
す。企画参考資料としてご覧いただき、取材のご検討をよろしくお願い申し上げます。 
※1 つながりと挑戦を、もっとオープンに、もっと自由に。イノベーション共創拠点を目指し「スマートイノベーションラボ 仙台」を開設(NTT 東日本) 

:https://www.ntt-east.co.jp/miyagi/information/detail/pdf/20200528_01.pdf 

 
 
 
本取り組み※2 は、仙台市、NTT アーバンソリューションズ、NTT 東日本の三者で連携協定を 2020 年 5 月に締結し、仙

台市「せんだい都心再構築プロジェクト※3」と連動し、関連事業を進めてまいりました。 
NTT 東日本では、イノベーションを共創し、新ビジネス創出と地域課題の解決をコンセプトに「スマートイノベーションラボ 仙

台」を 2020 年 5 月に開設しました。「AI・IoT 活用に向けた相談相手がいない。誰に相談して良いかわからない」「本格導入
の前に実証実験を実施したいが、ノウハウがないため手法や必要な期間・コストがわからない」といったお客様の相談拠点となり、
また、実社会データ・最先端技術を有する産官学が一体となって、AI・IoT を活用した開発や実証実験を行う環境を提供しま
す。すでに、本施設を活用した漁業分野での実証実験や、科学技術分野で傑出した人材の輩出を目的とした学生向けの育
成プログラムに参画しております。 
※2 仙台市と NTT グループが「都心部の活性化に関する連携協定」を締結(NTT 東日本):https://www.ntt-east.co.jp/miyagi/information/detail/pdf/20200513_01.pdf 

※3 「「せんだい都心再構築プロジェクト」を始動します(仙台市):https://www.city.sendai.jp/sesakukoho/gaiyo/shichoshitsu/kaiken/2019/07/16toshin2.html 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

本取り組み※4 は、株式会社フィッシャーマン・ジャパン・マー
ケティングと株式会社ニレコと国立研究開発法人水産研究・
教育機構と盛信冷凍庫株式会社と東日本電信電話株式
会社宮城事業部で 2021 年 11 月より実証実験を開始し
ました。 

マサバの『脂乗り』を、水産研究・教育機構の研究成果と
ニレコの近赤外分光による計測技術により科学的に評価
し、数値化された脂質量と販売価格の相関性を検証するこ
とで、これまで従業員の経験で培われてきた目利き技術につ
いて科学的に評価を行い、適正価格での流通により、品質
が安定した水産物の提供及び単価向上を目指します。 
※4 マサバの脂質評価による適正流通実証プロジェクト開始(NTT 東日本): 

https://www.ntt-east.co.jp/miyagi/information/detail/pdf/20211004_01.pdf 

 
 

NEWS LETTER 

「都市活性化に関する連携協定」締結をはじめ仙台エリアの経済成⾧戦略に貢献するラボ 

ICT を活用し、水産物のブランド化推進、漁業分野の活性化に貢献 



  

 

■SDGs に関する取り組み内容 
本取り組みを通して、世界で課題とされている SDGs 達成に向けて、SDGs（【目標 4:質の高い教育をみんなに】、【目

標 9:産業と技術革新の基盤を作ろう】、【目標 14:海の豊かさを守ろう】）の達成に貢献している具体的な取り組みにつ
いて紹介させていただきます。 
 

目標 4 

質の高い教育を 

みんなに 

科学技術分野で傑出した人材を育成することを目的に、「仙台高専ジュニアドクタ
ー育成塾」をスマートイノベーションラボ 仙台にて開催中です。※5 サイエンス・情報分
野に関心の高い小中学生を対象に、デザイン思考の習得からロボット製作を行うプロ
グラムです ICT を活用した持続可能な開発を促進するために必要な知識および技
能を身につける場を提供することで、科学技術分野で傑出した人材育成に貢献して
いきたいと考えております。 

目標 9 
産業と技術革新の 

基盤を作ろう 

 産官学が一体となり、AI・IoT 技術の開発・実証ができる共同実証環境となるスマ
ートイノベーションラボ 仙台では、NTT 東日本の設備を活用いただくことができます。ま
た、仙台拠点の特徴として事業共創に向けたディスカッションスペースの具備、地域課
題解決に資するセミナーやイベント開催のスペース提供、運営支援等を行っておりま
す。 

目標 14 
海の豊かさを守ろう 

全国的な課題となっている漁業分野の人手不足や高齢化に対して、AI・IoT を活
用した DX を行うことで、作業負荷の軽減を可能にしました。また、これまで従業員の
経験で培われてきた目利き技術についても、デジタル化を図り、地域水産物のブランド
向上および流通単価の向上に繋がっております。ICT を活用することで持続可能な水
産資源の流通および漁業関係者の生産性向上に貢献していきたいと考えておりま
す。 

※5 仙台高等専門学校「ジュニアドクター育成塾」への参画について(NTT 東日本):https://www.ntt-east.co.jp/miyagi/information/detail/pdf/20201009_01.pdf 

 
■取材対象者の紹介 

 
取材対象者① スマートイノベーションラボ仙台 担当者 
＜プロフィール＞ 
NTT 東日本 宮城事業部 ビジネスイノベーション部 
 
＜取材可能内容＞ 
・本取り組みの背景、取り組み内容について 
・本取り組みにおける SDGs 達成に向けた対応について 
 
取材対象者② 漁業分野の実証実験 担当者 
＜プロフィール＞ 
NTT 東日本 宮城事業部 地域 ICT 化推進 PT 
 
＜取材可能内容＞ 
・本取り組みの背景、取り組み内容について 
・本取り組みにおける SDGs 達成に向けた対応について 
 
取材対象者③ 協業連携先 
＜プロフィール＞ 
NTT アーバンソリューションズ 
 
＜取材可能内容＞ 
・NTT 東日本と連携した背景 
・本取り組みの内容、今後の展望 
 
取材対象者④ 協業連携先（漁業分野実証実験関係者） 
＜プロフィール＞ 
株式会社フィッシャーマン・ジャパン・マーケティング 
 
＜取材可能内容＞ 
・現在、NTT 東日本と取り組んでいる内容、今後の展望 
 



  

 

 
取材をご希望の方は下記担当者までお問い合わせください。 

 
 
 

 
 

【本件に関する問い合わせ先】 
東日本電信電話株式会社 

宮城事業部 企画部 広報担当 
Tel:022-269-3040 


